
歴史（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

昨年からのNHKの朝ドラと大河ドラマの時代が，いずれも幕末から明治初期でした。

このうち明治初期のことは学校の歴史の授業でかじった程度でしたので，両替商など番組を視てて分からないことが多々ありました。
そこで幕末から明治初期に興味が湧き，調べていく内に財閥の形成の過程，米英の係わりなど，教科書には書かれていない考えを知りまし
た。
ご存じの方にとっては何を今更ということなのでしょうが，浅学の私にとっては，「びっくりポン」でした。

この時代の後，日本は戦争に突き進むのです。
今の日本に同じ過ちを繰り返させてはいけません。
若い夫婦に平和な未来を！

報道の自由（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

日本国憲法21条1項。
｢集会，結社及び弁論，出版その他の一切の表現の自由は，これを保障する」。

自民党が在京各テレビ局に，選挙報道の内容について細かく要請する文書を，昨年11月20日に出していたことが27日にわかったとの
報道が，同月28日にありました。
この文書は｢選挙時期における報道の公平中立ならびに公正の確保についてのお願い」と題するものですが，その内容，経緯から，それが
権力を監視するという使命を帯びた報道機関を萎縮させるための文書ではないかとの懸念や批判の声が上がっています。

更に，同月29日には，自民党が外国特派員協会の記者会見を拒否したと，外国メディアで報道さている事を，ネットで読みました。
これも，外国特派員からの厳しい質問を避けるためではないかと疑われています。

このように自由な報道を嫌う倍政権が特定秘密保護法をどのように使うのか？
想像するだだけで，恐ろしくなります。
国民は選挙でどう判断するのでしょうか？
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公民権運動とポール・マッ力卜ニー（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

元ビートルズのポール・マッカトニーが昨年11月に来日しました。
友人のお陰で、ティケットを手に入れることが出来、東京ドームに行きました。
この時の感想は別の機会にし、今回は、その時、演奏した「ブラック・バード」について、書かせて頂きます。

私が所属するバンド「零」で、この曲を練習しているのですが、ポールは、東京ドームで、アメリカでの公民権運動のことを話し、この曲
を演奏しました。

公民権運動とは、1950年代から1960年代にかけてアフリカ系アメリカ人が公民権の適用と人種差別の解消を求めて行った大衆運動
です。
この運動の中で、1963年、マーティン・ルーサー・キング牧師らの呼びかけに応じて、人種差別や人種隔離の撤廃を求める20万人以
上の人達が集まって、ワシントンD・Cにおける「ワシントン大行進」が展開されました。
この時、キング牧師がワシントン記念塔広場で、あの有名な「I　Have　a　Dream」の演説を行ったのです。そして、1964
年7月2日に公民権法が制定されました。

今、日本の政治は、ひどいことになっています。安倍政権は、今後、更に日本を「戦争をする国」にしようとするでしょう。国民間の格差
をもっと広げようとするでしょう。
しかし、これを許すことはできません。公民権運動のように、運動を広げ、憲法を守りましょう。
私は、その思いが実現して、ブラック・バードを演奏する夢を持っています。

真珠の首飾り（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

「渡されたバトン～さよなら原発」のことは，事務所ホームぺージに書きましたが，その映画の脚本を書いたジェームズ三木氏
は，1998年に「真珠の首飾り」という日本国憲法起草にかかわったベアテ・シロタ・ゴードンさんを主役にした芝居を書いています。
彼女の起草した第24条の案に当時の日本政府は「日本にはなじまない」と抵抗したのです。そのゴードンさんは，昨年１２月３０日、
８９歳で亡くなられました。
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遺族の方は，献花より日本の九条の会への寄付をよびかけたそうです。
その「真珠の首飾り」の劇は，最後に，ゴードンさんの語りで幕を閉じます。その一部をご紹介しましょう。

「嵐のような作業が進むにつれ，私はだんだん，この憲法の美しさに胸をうたれ，のめりこんでいきました。日本の憲法というより，人類
の理想の実現に熱中したのです。
ですからこの憲法を変えるということは，理想を捨てるということです。」
「もしも私が，日本国憲法だとしたら，たぶんこういうでしょう。」「あれから日本は一度も戦争を起していません。外国人をひとりも殺
していません。」「どうか私を守ってください。お払い箱にしないでください。それを決めるのは日本国民です。主権を持った皆さんです。
」

ジェームス三木氏は，「日本国憲法を103粒の真珠になぞらえた」ということです。

運動の中心には埼玉総合法律事務所が（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

私が，当事務所に入所したのが1987年4月でした。事務所は，青年法律家協会及び自由法曹団の埼玉における活動の中心的存在である
とともに，弁護士会でも中心的な存在でした。その為，それらの活動に積極的に参加しました。そのことが当然と思い込ませられていたの
ですね。当時，埼玉弁護士会では，国家秘密法反対，拘禁２法反対などの集会が行われ，その準備を手伝った記憶があります。弁護士会は，
今でもそうですが，その集会には，若手弁護士が駆り出されるのです。あのころは，言われたら何でも引き受けていた記憶があります。当
事務所の私のちょっと上の弁護士達がそれらの活動の中心であったため，断れる雰囲気になかったのです。青法協の陪審法制定の運動にも
参加し，その際，陪審模擬裁判が大阪で行われたのですが，私がその裁判劇の被告人役に抜擢されました。それが「国対伊藤」という本に
なったわけです。

1988年６月に全国で「過労死１１０番」が行われ，埼玉でもということで，これも事務所が引き受けることになりました。そこで，埼
玉でも翌年６月から「過労死１１０番」に参加し，埼玉過労死問題弁護団も設立されました。団長は，吉田中山法律事務所（当時）の吉田
聰弁護士が就任し，私は事務局として頑張りました。また，秩父じん肺，過労死事件などの労災事件に取り組み，私も，その下働きをしま
した。これらのことは，事務所の弁護士としては当然なのです。今後もこの事務所の伝統は変わることはないでしょう。
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憲法と国旗と国歌（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

長野県中川村の曽我逸郎村長が，同村議会６月定例会で、「国旗と国歌について村長の認識は」という一般質問に対して答弁された内容が
素晴らしいとの話を，私の妻に教えてもらいました。確かに素晴らしい。感銘を受けました。
その一部紹介させて頂きます。

「私は、日本を誇りにできる国、自慢できる国にしたい」

「日本人だけではなく、世界中の人々から尊敬され、愛される国になって欲しい。それはどのような国かというと、国民を大切にし、日本
と外国の自然や文化を大切にし、外国の人々に対しても、貧困や搾取や抑圧や戦争や災害や病気などで苦しまないで済むように、できる限
りの努力をする国です。」

「これは、私一人の個人的見解ではなく、既に５５年以上も前から、日本国憲法の前文に明確に謳われています。」

「しかし、現状はまったく程遠いと言わざるを得ません。」

その具体例を指摘した後，そのような「日本を、一部の人たちが、褒め称え全面的に肯定させようとしている」，「この人たちは、国旗や
国歌に対する一定の態度を声高に要求し、人々をそれに従わせる空気を作り出そうとしています。国旗や国歌に対する一定の態度を声高に
要求し、人々をそれに従わせる空気を作り出そうとしています。声高に主張され、人々を従わせようとする空気に従うことこそが、日本の
国の足を引っ張り、誇れる国から遠ざける元凶だと思います。人々を従わせようとする空気に抵抗することによって、日本という国はどう
あるべきか、ひとりひとりが考えを表明し、自由に議論しあえる空気が生まれ、それによって日本は良い方向に動き出すことができるよう
になります。」等々と続きます。

抜粋で，説明の部分も私の独断です。詳細は，ネットで知ることができます。是非，お読み下さい。
日本の村長でこのような方がおられることを知って，嬉しくなりました。

雨を汚したのは誰？？（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

　今回の福島原発の事故のせいで，放射性物質を含んだ雨が降るとの情報に接し，昔，「just a little rain」という
歌い出しで，題名が「雨を・・・」という歌があったなあ，ジョーン・バエズが歌っていたなあ，と昔の記憶が蘇りました。しかし，それ
以上のことは思い出せません。そこで，ネットで調べたところ，６０年代に核実験に抗議して作られた歌で，ジョーン・バエズの他にサー
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チャーズというイギリスのバンドも歌っていたとか。邦題は「雨を汚したのは誰？」。原題は「What Have They Done
to the Rain」。これをそのまま訳せば，「彼らは雨に何をしたのか？」。受験英語で覚えた知識からは，現在完了形の疑問文
ですよね。過去形ではないところに意味があるのでしょう。「What Have They Done to the Rain」の歌
詞のなかで，「Just a little boy standing in the rain ・・・And・・・・, the
boy  disappears」と歌っています。あの時，内部被曝のなんたるかも知りませんでした。あのころは，「原爆を許すまじ」
「青い空は」という歌も歌われていました。私も歌っていました。なのに，福島原発事故。

　反原発を長年訴えていた方は，福島原発事故のせいで、大気中にばら撒かれた放射性物質は、もう全国を汚染しているんだということを
事故後の早い時期から言われていました。そして，ようやく１１月になって、それが裏付けられる文科省の調査結果が発表されました。今
もって隠されている情報がまだまだあることでしょう。医師であり被爆者である肥田舜太郎氏は，「原発や核兵器から人工的につくりださ
れる放射線は，人類にとって未知のもので，体内に取り込まれた放射性物質は濃縮され，細胞の新陳代謝を混乱させる」と言われています。
いのちと原発は共存できません。最近，反原発を歌っているFrying  Dutchman（フライング・ダッチマン）
のHumanERROR（ヒューマン・エラー）を知りました。私の言いたいことを言ってくれています。この若い人たち，すごい。
「さぁ立ち上がれ！声上げろ！原発絶対反対！ただちに撤廃せよ」
原発　零(ゼロ）！

研鑽を積み裁判員制度の成功を（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

　裁判員裁判がいよいよこの春から始まります。事務所ニュースをお読みの方の中には裁判員候補者となられた方もおられることでしょう。
裁判員候補者に選ばれたからといって，特に勉強しなければならないことはありません。それは一般常識で判断すればよいからです。他方，
私達弁護士は勿論そうは行きません。裁判員裁判に携わる弁護士として研鑽を積む必要があります。私も，昨年１１月に埼玉弁護士会が企
画した裁判員裁判の法廷技術研修を受けました。

　今から２０年程前の１９８８年，大阪府で開催された青年法律家協会の人権研究交流集会の場で，埼玉の弁護士たちが中心となって模擬
陪審が上演されました。この模擬陪審のシナリオを収めた書籍も出版されました。この本の題名は「国ｖｓ伊藤」。この「伊藤」は私のこ
と。この模擬陪審に被告人役として参加したため，私の姓がそのまま題名になってしまったのです。

　模擬陪審に被告人役として関わった者として，多少の自信と共にちょっとお気楽に裁判員裁判の研修に参加したのですが，これまでのや
り方で法廷弁護活動を行うと講師の方々に悉く注意されました。裁判員の方々に向けて法廷活動を行うことが要求されるのだということを
改めて痛感しました。

　これからも一層研鑽を積み裁判員裁判に臨み，裁判員制度を成功させていく礎となることができれば幸いです。
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